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2017-2019 年度プロジェクト  

冷戦終結後の軍縮・軍備管理に関する先行研究を振り返ると、軍

縮・軍備管理政策を基礎づける概念枠組みや、軍縮・軍備管理のグ

ローバルな装置全体が果たした機能を批判的に考察する研究が極め

て少ないことがわかります1。このプロジェクトは、日本内外の歴史

学者・法学者・国際政治学者らによる学際的研究を通じて、近現代

の軍縮・軍備管理の発想やその概念枠組み自体を問う、世界的にも

極めて新しい試みです。具体的には、特定の兵器をパーリア（他の

兵器に比べて特段に憎悪すべき存在）と捉える見方や、その見方を

可能にする概念枠組みの構築と変遷の歴史を解明し、「大量破壊兵

器」「非人道兵器」といったカテゴリーの構築とその変遷を歴史的

に検証します。そして、特定の兵器をパーリアと見做し、その使用

等を禁止すべしとする規範の基礎となる概念や前提を問い、それぞ

れの規範が形成された社会的・文化的・政治的・歴史的文脈を考察

します。  

パーリア・ウェポンズとは 

こ の プ ロ ジ ェ ク ト に お け る パ ー リ ア ・ ウ ェ ポ ン ズ （ pariah 

weapons）2 とは、各時代の国際的な政策論議においてパーリア

（他の兵器に比べて特段に憎悪すべき存在）と見做され、その使用

等がタブー視された兵器を意味します。このプロジェクトでは、パ

ーリア・ウェポンズを、法的拘束力のある国際的合意によって使用

が明示的に禁止された兵器だけでなく、国際的な政策論議において

使用の禁止が検討された兵器も含む概念として捉えます。中世ヨー

ロッパのクロスボウをはじめ、人間はその歴史のなかでしばしば特

定兵器の使用について問題視したり禁止したりしてきましたが、こ

のプロジェクトでは、19 世紀から現代までの期間を扱います。 1
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なぜパーリア・ウェポンズなのか 

このプロジェクトでは、パーリア・ウェポンズという用語を用いることによって、兵器をめぐる

概念枠組み自体が持つ、社会的に構築された側面を強調します。そして、特定の兵器をパーリア

と捉える枠組みを正当化する概念や前提を問い、その枠組みが暗黙に構築している「正当で通常

の」兵器の領域にも着目します。このプロジェクトにおけるパーリア・ウェポンズの定義は、あ

る時代・社会において、なぜ特定の兵器だけが「特段に憎悪すべき存在」と見做されたのかを考

察することを可能にするとともに、パーリア視された兵器のうち、なぜ条約等により「明示的に

禁止された兵器」と「そうでない兵器」が生じたのかを検討することも可能にします。また、こ

の定義により、幅広い種類の兵器が「攻撃的兵器」と呼ばれて使用禁止の対象と見做された戦間

期の交渉を再考し、第二次世界大戦後における「大量破壊兵器」、「特定通常兵器」といった狭

い枠組みの形成を再検証することも可能になります。このプロジェクトでは、「攻撃的兵器」、

「非人道的兵器」、「大量破壊兵器」、「特定通常兵器」といった概念を無批判に使用するので

はなく、むしろ、これらの用語・概念が形成された特定の歴史的文脈に焦点を当てます。 
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1 Neil Cooper & David Mutimer (2011) Arms Control for the 21st Century: Controlling the Means of Violence, Contemporary Security Policy, 32:1, 3-19, p. 3. 
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